
団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名
交流事業の推進(第57回湯田地区
町内親睦大運動会)

決算額

視点

事業名 総合避難訓練＆安心安全フェスタ 決算額

視点

事業名
交流事業の推進(第３３回湯田ふ
るさとまつり)

決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

◎

◎

〇

４　総括

別記様式第１７号（第１２条関係）

事　業　実　績　書
湯田地区コミュニティ運営協議会

「住み良さを未来へ繋ぐ湯田のまち」をキャツチフレーズに、第３次地域づくり計画の２年目であり、その計画の
実践を通じて、より一層住み良いまちづくりを推進していきます。

新生活様式への対応の中でコロナ対策をして、地域の親睦を主に運動会を開催しました。

　　　　　　　４８６,７８５　円

地域の防災に対する意識の高揚と、大規模災害に備えての避難訓練及び防災に係る研修を行
い、災害時の円滑な開設・運営が行われるよう全町内会で取り組みました。

　　　　　　　３８６，８８２　円

コロナ対策実施の上で、役員・各団体の協力のもと昨年に引き続き１日の縮小開催となりました。

　　　　　　　　３４９，７２４　円

検証（成果、来年度以降への改善点等）

①新型コロナウィルス感染拡大防止のため、各町内会より事前登録制にて選手を選出し、検温・消
毒・マスクやリストバンドの着用を徹底して午前中の開催としました。来年度も、コロナ対策をしなが
らその中でできる範囲の競技種目等を考え実施します。今後においても、継続事業として進めてい
きたいと思います。

②コロナ禍ではありましたが、安心安全フェスタ復活のもと、大規模災害に備えての避難訓練並び
に防災に係る研修を行い、交流センター備品の確認と組み立て・設置を体験しました。今後も、安
心安全なまちづくりに向け事業を展開していきたいと思います。

③新型コロナウィルス感染拡大防止のため、従来の２日間開催から１日開催へと規模の縮小にはな
りましたが、昨年に引き続きふるさとまつりを開催しました。コロナ対策をした上で役員や各団体の
協力のもと、キッチンカーに加えパン・おむすび弁当の仕入販売や福引にも工夫をしながら実施し
ました。

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

第３次湯田地区地域づくり計画の２年目でしたが、昨年に引き続き新型コロナウィルス感染拡大防止を念頭
に、やむを得ず中止もしくは規模縮小となった各分野の事業について、感染対策に注力しながら何とか進める
ことができました。特に、湯田地区の３大イベントである「大運動会」「ふれあい安心安全フェスタ」「ふるさとまつ
り」については万全のコロナ対策のもと、各団体の協力を得て開催することができました。今後も生活課題の解
決に向け、規模を縮小した開催から完全実施による開催へと取り組んでいき、事業運営の主体となる地域づく
り協議会が持つハブ機能の強化に取り組んでまいります。

①

②

③



５　事業内容

事業費

事務局の

運営体制

事業名

事業費

事業名 地域づくり活動 (健康福祉部会視察研修)

事業費 １００，０００円

（参加人数）１４名

事業名

事業費

（１）協議会運営

４，６６３，７４０円

（事務員等の雇用人数）事務局長 :１名　　　　事務局員 :２名

（運営費の主な内容）事務局人件費（事務局長給与：１，６７４，０００円　事務局員給与：
１，８０１，６２７円）、事務費、地域づくり関係事務費

（成果・評価）とどこおりなく運営できました。

（今後に向けて）より円滑で効率的な運営をめざしていきます。

（２）地域振興

広報活動

２１３，９５０円

（実施内容）広報誌(コミュニティだより)を４回発行しました。ブログに記事を掲載しまし
た。

（実施時期）令和４年４月～令和５年３月

（参加人数）３名

（成果）広報誌を各世帯に配布することができました。活字や写真の掲載を工夫し、カ
ラー版で掲載しました。

（評価）Canpanブログと並行してより充実したものになりました。

（今後に向けて）地域内への広報活動としてカラー版によるコミュニティだよりを継続発
行していきます。

（実施内容）防災視察研修として、島根原子力発電所を視察しました。原子力防災につ
いて学びました。

（実施時期）令和４年１０月２４日(月)

（成果）一般的には立入ることができない視察ができた。

（評価）広く知識を得ることができた。

（今後に向けて）防災に限らず、民生委員としての知識習得に努める。

地域づくり活動 (山口県産業技術センター)

９４，８５４円

（実施内容)JAXA人工衛星の模型を使った話や食品加工・滅菌装置類などの施設見学
を行い、会員相互の親睦を図るとともに、地域課題解決に向けての学習になりました。

（実施時期）令和４年１１月２５日

（参加人数）１６名

（成果）コミュニティ団体内の組織力の向上と各研修先での学習ができました。

（評価）参加者皆さんの意識の高揚が図られました。

（今後に向けて）今後も継続して実施していきます。

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費 ４８６，７８５円

事業名

事業費

事業名 地域スポーツの振興

事業費

事業名

事業費

交流事業の推進(町内親睦大運動会)

（実施内容)第５７回湯田地区町内親睦大運動会

（実施時期）令和４年５月８日

（参加人数）８００名

（成果）コロナウィルスの感染予防対策を施した上で、競技種目も少なく来場者も事前登
録による参加者に限定し、午前中の半日開催とはなったものの、充実した運動会になり
ました。
（評価）参加者の皆さんの感染対策に関する意識の向上と各団体間の協力が図られま
した。
（今後に向けて）今後も継続して実施していきます。

交流事業の推進(湯田ふるさとまつり)

３４９，７２４円

（実施内容)第３３回湯田ふるさとまつり

（実施時期）令和４年１０月１６日

（参加人数）約１５００名

（成果）入口や各所にコロナウィルス感染予防対策を施した中での開催でしたが、天候
にも恵まれ子どもを始め多くの参加者がありました。

（評価）役員・関係者・参加者の皆さんのコロナ対策への協力が図られました。

（今後に向けて）今後も継続して実施していきます。

１２０，０００円

(実施内容)地区駅伝大会補助、市駅伝大会一部補助

(実施時期)１２月４日、１月１５日

(参加人数)１５０名、３０名

(成果)

(評価)湯田地区としての連帯感を深めることが出来ました。地域のイベントとして大いに
盛り上がりを見せました。

(今後に向けて)運営の工夫を図りながら継続して行っていきます。

（3）地域福祉

高齢者福祉事業(敬老事業)

事業概要

５７３，０００円

（実施内容）それぞれの町内に高齢者福祉事業をより充実させるため補助を行いまし
た。

（実施時期）令和４年９月１９日

（参加人数）２，８５７名

（成果）対象者(７０才以上)全員へ敬老祝い品を配布、併せて安否確認ができました。

（評価）継続実施が必要。

（今後に向けて）今後も事業をさらに継続実施していきます。

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

高齢者福祉事業（いきいき湯田サロン）

１００，０００円

（実施内容）湯田地区在住の７０歳以上の独居者を招いて交流を行いました。民生・児
童委員協議会、福祉員協議会の協力のもとアトラクション鑑賞をしました。

（実施時期）令和４年１０月１９日

（参加人数）　１２９　名

（成果）皆様に楽しんでいただいて、安否確認ができた。

（評価）演奏が素晴らしく、皆様に喜んでいただいて良かった。
（今後に向けて）参加者人数に町内間のバラつきがあるので、今後の課題として取り組
む。

高齢者福祉事業(湯田地区健康増進西京シニア大学)

５０，０００円

（実施内容）湯田地区全体の老人クラブ会員が一同に集まり、外部講師を呼んで見識を
深め、会員同士のコミュニケーションを図る。

（実施時期）令和４年７月２７日

（参加人数）　４９名

（成果）会員の親睦と知識を得て、仲間意識ができ笑顔で帰宅されました。

（評価）解散時には皆さん喜んで帰られ、参加して良かったと言われた。

（今後に向けて）会員が高齢になってきたため、より多くの会員が参加されると良いと思
う。

要援護者支援事業

３０，７４６円

（実施内容）地域の高齢者夫婦および独居の方々に季節感のあるバランスの取れた弁
当を作りました。配食ボランティア(民生委員・福祉員)が配食し、見守りを兼ねました。

（実施時期）令和４年４月～令和５年３月 (毎月第２水曜日)

（参加人数）毎月１２～１３名ボランティア(総数１９名)

（成果）高齢者の見守りが出来、コミュニケーションが取りやすかった。

（評価）地域の利用者の方々にとても喜ばれています。

（今後に向けて）調理ボランティアの高齢化と増員の方法を考えながら継続していきま
す。研修会を開いて調理ボランティア相互に見識を高めていきます。

子どもの居場所づくり（湯子連　湯田ふるさとまつり）

３０，０００円

（実施内容）湯田ふるさとまつりに出店して千本引き、当てくじをしました。

（実施時期）令和４年１０月１６日

（参加人数）２００名程度

（成果）成功

（評価）コロナ禍で出店が少ない中で、皆さんが楽しんで参加していました。

（今後に向けて）参加者が集中する時間帯のスタッフ人数を増やした方がよいと思いま
す。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名

事業費 ８２，１２８　円

事業名

事業費

（実施時期）令和 ４年１１月１２日(土)　９：００～１６：００

（参加人数）　１３名　およびスタッフ９名　合計参加者２２名

事業名

事業費 ２６，０００　円

事業名

事業費

子どもの居場所づくり（湯子連　球技大会　)

２０，０００円

（実施内容）普段楽しむことのないニュースポーツを体験し、子供たちが新しいスポーツ
に興味を持つきっかけを作る。

（実施時期）令和４年１１月１３日

（参加人数）５０名

（成果）成功

(評価) 学年・町内を超えた交流が図れた。

（今後に向けて）継続することで参加人数の増加につながると思う。

夏休みこども企画　「体験学習」

（実施内容）青少年の豊かな人間性や「生きる力」を育むため、青少年に対し、地域の特
性や教育力を活かした多様な体験機会・場について、夏休み期間に提供する。防府ソ
ラールで紙によるサイエンスショーと鋳銭司郷土館で銭貨鋳造体験と銭等が出土した現
地を見学しました。

（実施時期）体験学習４年７月２６日

（参加人数）子供１１名・引率５名

（成果）夏休みの工作体験等を通じて、ものづくりへの貴重な体験の１日になりました。

（評価）コロナ感染拡大の中、徹底して感染対策を実施した。

（今後に向けて）これからも夏休み企画として地域の特性や教育力を活かした多様な体
験や場を夏休み期間に提供していきたいと思います。

子どもの居場所づくり（歴史を学ぶハイキング)

８５，２７５円

（実施内容）今年度は行き先を告げずに山口市徳地串地区に向かい、天神の滝まで紅
葉を見ながらハイキング、また法光寺で住職の話を聞き、民族資料館・月輪寺を見学し
た。

（成果）世代間交流を目的に、湯田地区以外の地域をミステリーでハイキングできまし
た。
（評価）テーマをもって見聞を広めることができました。

（今後に向けて）今後も企画してつづけていきます。

子どもの居場所づくり（青少協世代交流)

（実施内容）三世代交流事業(①しめ飾りづくり・②どんど焼き)

(実施時期) ①令和４年１２月２５日(日)、②改築工事により中止

（参加人数）①　８０名　　　　　　②　-

（成果）湯田地区住民との地域交流を図ることができた。

（評価）伝統文化を知ることができた。

（今後に向けて）三世代交流事業を継続していく。

子ども福祉事業（母子保健事業）

４０，０００円

（実施内容、時期、参加人数等）1年を通して次の講座を開催しました。

①リトミック６月２８日　１６名　　②ベビーマッサージ７月２８日　１４名　③ふるさとまつり模
擬店　１０月１６日　８０名　④魚食普及講座９月１２日　７名　⑤クリスマス会１２月８日４３
名

（成果）コロナ禍のため参加者数へ影響があったが、全ての事業が実施できた。

（評価）何れの事業も参加者に楽しんでいただき、ネットワークづくりのきっかけとなった。

（今後に向けて）人気の事業は残しつつ、新たな事業も検討していきたい。

事業概要

事業概要

事業概要

事業費

事業概要



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業概要

人権学習の推進

０円

（実施内容）人権参観日（湯田小・中）への参加

（実施時期）

（参加人数）

（成果）

（評価）

（今後に向けて）

（4）安心・安全

防災活動の推進 （住宅用火災警報器設置促進事業）

０円

（実施内容）住宅用火災警報器設置の取扱なし。

（実施時期）

（参加人数）

（成果）普及促進への取り組みができませんでした。

（評価）設置促進事業の方法を検討し直す必要があります。

（今後に向けて）設置促進へ向けて事業のあり方を検討していきます。

総合避難訓練&ふれあい安心安全フェスタ(湯田地域防災研修会)

３８６，８８２  円

（実施内容）湯田地区防災の日の総合避難訓練＆ふれあい安心安全フェスタはコロナ
対策を実施の上、湯田モデルとしてほぼ従来通りに実施できました。

（実施時期）令和４年９月２５日(日)

（参加人数）５００名程度

（成果）コロナ禍での大規模災害に備えての避難訓練並びに防災に係る研修を行い、
交流センター備品の確認と組み立て・設置を体験しました。

（評価）各町内会長・防災担当者・社会福祉協議会等の連携強化を図ることができた。

（今後に向けて）今後も、安心安全なまちづくりに向け事業を展開していきます。

地域安全に向けた活動（青色防犯パトロール)

４０，０００円

（実施内容）青色防犯パトロールを行いました。

（実施時期）令和４年４月～令和５年３月

（参加人数）延べ約１０４名

（成果）毎週水曜日、青色回転灯装備車にてパトロールを実施しました。

（評価）小中学生の下校時間の防犯活動の推進ができました。

（今後に向けて）これからもパトロールを続けていこうと思います。

事業概要

事業概要



事業名

事業費

事業名 地域見守り活動

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

地域安全に向けた活動(湯田パトロール)

４０，０００円

（実施内容）地域の防犯および環境浄化も兼ねて毎月2回(第2・4金曜日)パトロールを
行いました。温泉街の環境美化活動に注力し、今年度から湯田中学校とコラボして実施
しました（約８０人参加）。

（実施時期）令和４年４月～令和５年３月

（参加人数）延べ約４００名

（成果）コロナ禍の中、可能な限り定期パトロールを実施し、湯田の街をきれいにできた。

（評価）定期パトロールにより抑止効果が発揮でき、地域貢献に務めることができた。

（今後に向けて）参加者を増やし、地区の防犯気運の盛り上げを図りたい。

２０，０００円

（実施内容）「青少協だより」を発行して『子ども１１０番の家』の所在地の広報と活動紹介
をしました。

（実施時期）令和５年１月２０日発行（１月中旬配布）

（参加人数）２，１００部発行

（成果）「青少協だより」を発行、『子ども110番の家』の所在地の広報と活動紹介をしまし
た。

（評価）青少年の健全育成と非行防止を図ると共に啓発活動を実施することができまし
た。

（今後に向けて）今後も子どもの見守りを継続していきます。

反射鏡設置等補助事業

０円

（実施内容）地域からの要望がありませんでしたので、今年度は不執行です。

（実施時期）

（参加人数）　

（成果）

（評価）

（今後に向けて）地域からの要望を受けて、今後も設置していきます。

（５）環境づくり

土木工事（法定外公共物等）

２，２７２，０００円

（実施内容）法定外公共物の整備

（実施時期）令和４年６月～令和４年１２月

（参加人数）　－

（成果）要望を受けて８カ所の道路整備・水路補修を行いました。

（評価）道路の補修・舗装や水路蓋設置・清掃等で通行や安全が確保されました。

（今後に向けて）要望を受けて、地域振興部会に諮り、随時整備していきます。

事業概要

事業概要

事業概要

事業概要



事業

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

環境美化活動

４５，０００円

（実施内容）老人クラブ会員の皆さんが公園、地下道等の清掃美化活動をしました。

（実施時期）令和４年６月～令和５年３月

（参加人数）延べ約５００名

（成果）年間を通じて地域の安全点検と町内の美化活動につながりました。子ども会にも
呼びかけ、親子で通学路の確認も兼ねて地下道の清掃をしました。

（評価）定期的に美化活動を行い、施設の保全・環境の美化・有効活用を図り、併せて
会員相互及び町内会員同志の連携強化と親睦を深めることができました。

（今後に向けて）美化活動に向けての参加者をどの様に拡げ、若い世代に浸透させるか
対策が必要です。

湯田中VS活動

３９，９９５円

（実施内容）生徒が中心になって湯田地区内の足湯・湯田温泉駅・国道地下道等１９ケ
所を清掃しました。湯田小学校６年生も参加しました。

（実施時期）令和４年７月９日（土)、令和４年１０月２０日(木)

（参加人数）約４３０名

（成果）湯田地区各所をきれいにすることができました。

（評価）VS活動を通じてふるさとを愛する心を育むことができました。

（今後に向けて）伝統あるVS活動を継続していきます。

湯田小PTA環境整備活動

２２，５０９円

（実施内容）PTA会員（保護者・教職員）の有志により、スマイルロード・遊具広場の清掃
を行う。

（実施時期）令和４年１２月１７日(土)→雨天により中止

（参加人数）  -

（成果）雨天のため、作業は中止された。

（評価）評価できない。

（今後に向けて）次年度は作業できるよう延期の場合の日程も想定しておく。

環境啓発活動(看板等の設置補助ほか)

０円

地域からの要望がありませんでしたので、今年度は不執行です。

事業概要
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事業名

事業費

事業名

事業費

事業名

事業費

ください。

（６）地域個性創出

郷土の歴史文化の活用(講演会)

１５，６５７円

（実施内容）講演会「初代山口県令　中野梧一」

（実施時期）令和４年８月６日(土)

（参加人数）１５名

（成果）コロナ対策をした中で皆さんしっかりと聞かれていました。松前講師の臨場感あ
る講演を堪能しました。

（評価）暑い中でしたが、参加者の皆さん熱心に講演を聞かれました。菜香亭の常設展
示も熱心に見られていました。

（今後に向けて）今後も郷土の歴史文化を学ぶ事業を続けていきたいと思います。

郷土の歴史文化の活用（ウォーキング）

１２，１３６円

（実施内容）「吉敷毛利家ゆかりの地を歩く」

（実施時期）令和４年１１月１９日　

（参加人数）１８名

（成果）コロナ対策をして、吉敷地域交流センター集合解散で歩きました。歩く箇所を
絞って一つ一つしっかり解説を聞きました。

（評価）身近にある史跡ですが、皆さん興味深く聞いておられました。

（今後に向けて）今後も郷土の歴史文化を学ぶ事業として継続したいと思います。

行事用備品等整備

０円

（実施内容）　未購入

（実施時期）

（参加人数）　

（成果）

（評価)

（今後に向けて）今後も諸行事に役立つ購入をしていきたいと思います。

（注）事業概要の欄には、事業の実施内容、時期、参加人数、成果、評価等の項目で概要を記載して
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